
おはなし会（会場：中央）       ０～２歳くらい（11:00～）            ３歳くらいから（14:00～） 

休館日   中央   犀川・勝山   ●全館

 

 

※開館日やイベントなどは、新型コロナウイルスの流行状況により、変更・中止となる場合があります。 

  最新の情報はホームページをご確認ください。 
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みやこ町図書館だより 

ふくろうの森通信 （発行：２０２２年４月１日 第 1１２号） 

４月号 

■『母の待つ里』 浅田次郎(著) 新潮社 ■『砂嵐に星

屑』 一穂ミチ(著) 幻冬舎 ■『月の光の届く距離』 宇

佐美まこと(著) 光文社 ■『信長、鉄砲で君臨する』 

門井慶喜(著) 祥伝社 ■『朱より赤く』 窪美澄(著) 小

学館 ■『山狩』 笹本稜平(著) 光文社 ■『ブラック

ボックス』 砂川文次(著) 講談社 ■『アキレウスの背

中』 長浦京(著) 文藝春秋  ■『怪物』 東山彰良(著) 

新潮社 ■『ゆきあってしあさって』 髙山羽根子(著) 

東京創元社 ■『ないものねだるな』 阿川佐和子(著) 

中央公論新社 

 

■『自分の意見で生きていこう』 ちきりん(著) ダイ

ヤモンド社 ■『年中行事百科』 八條忠基(著) 淡交

社 ■『深掘り！日本の地名』 宇田川勝司(著) ベレ

出版 ■『１０分仕事術』 滝岡幸子(著) 同文舘出版 

■『知っておきたい和食の文化』 佐藤洋一郎(編) 勉

誠出版 ■『季節の不調が必ずラク～になる本』 瀬

戸佳子(著) 文化学園文化出版局 ■『もっと魔法の

てぬきごはん』 てぬキッチン(著)  ワニブックス 

■『ターシャ・テューダーのイラスト図鑑』 ターシ

ャ・テューダー(著)  KADOKAWA 

 

 

 

 

 

 

 

  

《小説》 《その他》 

こどもどくしょまつり２０２２開催！ 

新刊案内

            

            

            

       

       

【本のレストラン】 

 ～本に出てくる食べものでオリジナル

メニューをつくろう！～ 

期間： 4/1（金）～5/25（水） 

会場： 各図書館 

 いろいろな食べものが出てくる本を展

示します。自分だけのオリジナルメニュ

ーを作る工作コーナーもあるよ。 

【おいしいおはなし会】 

日時： 4/23（土） 

     11：00～ 赤ちゃん向け 

     14：00～ ３歳から向け 

会場： 中央図書館 

 おいしい食べものが出てくるお話が

いっぱい！遊びに来てね。 

【図書館ビンゴに挑戦】 

期間： 4/16(土)～5/8(日) 

会場： 各図書館 

 本を読んでビンゴゲームに挑戦！ 

 プレゼントもあるよ。 

 ビンゴカードは図書館で配布しま

す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

休館日      中央：毎週火曜日     犀川・勝山：毎週月曜日    全館：毎月最終木曜日 

開館時間    全館 10:00～18:00   

中央図書館 ☎33-1040     犀川図書館 ☎42-3330     勝山図書館 ☎32-3455 

 

 

図書館員おすすめの本 

【編集後記】 

寒さも緩み、花もほころび始めました。図書館もやっと

3 館そろって開館できました。４月は子ども読書週間に合

わせてイベントを開催中です。コロナはまだまだ油断はで

きませんが、感染症対策をして皆様のご参加をお待ちして

おります。                【Ｍａ】 
図書館ホームページ 

『月と日の后』  

冲方 丁（著） PHP研究所 （2021） 

 父・藤原道長に言われるがまま、十二歳

で一条天皇の后となった藤原彰子。後宮に

馴染めず孤独にさいなまれていた少女は、

様々な出会いと別れを経て天皇家と藤原一

門を照らす「国母」となる。 

平安時代、藤原氏の栄光を支えた藤原彰

子の生涯を描いた歴史小説。   ［Ｍａ］ 

『ゾウが教えてくれたこと』 

入江 尚子(著) 化学同人 (2022) 

      動物園の人気者としてあげられるゾウ。

大きな体に隠された秘密やゾウ特有

の能力、家族愛などゾウの魅力満載

です。人間社会にも通じる所があって

興味をひかれます。 ［はりねずみ］ 

 

 

 

 

 

 

『しししのはなし』 

 正木 晃（著）クリハラ タカシ（絵） 

CCC メディアハウス （2018） 

 人は死んだらどうなる？幽霊は本当に

いる？「死」についての本と言うと怖い

かもしれませんが、日常から出てくる素

朴な疑問にやさしく答えてくれるので

興味深く読めました。  ［K］ 

『月夜の森の梟』   小池 真理子（著） 

朝日新聞出版 (2021) 

 夫で作家の藤田宜永氏の、闘病や死に

向きあった著者が、一人になり、過去の記

憶や喪失感に苦しみ、『さびしさ』に悲し

みながらも、それでも少しずつ前を向いて

生き抜こうとする、葛藤の日々が綴られた

エッセイです。     ［Ｓ］ 

『ひとりでカラカサさしてゆく』 

       江國香織(著) 新潮社 (2021) 

タイトルは懐かしい童謡の一節、かわ

いい装丁にも惹かれ手にとってみる

と。いきなり高齢者三人の自殺という

ショッキングな出来事から物語がはじ

まる。本当の気持ちは誰にもわからな

い。残された人々の日常と思いが淡々

と描かれていく。［とよ］ 

『厨房から台所へ』 志麻さんの思い出レシピ 31  

タサン 志麻（著） ダイヤモンド社 (2019) 

志麻さんの料理に対する思いや、その

思い出のレシピはとてもすてきです。

本格的な料理も身近なもので代用で

き、家庭で簡単に作れるようになって

います。       ［青］ 


